
謹啓 時下、先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は、弊社製品に関しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さてこの度、「肺高血圧症 WEB Seminar」を次のとおり開催させて頂く運びとなりました。

つきましては、ご多用とは存じますが、ご参加賜りますようご案内申し上げます。

謹白

○○○○○○講演会肺高血圧症 WEB Seminar

■講演・質疑ともにLive配信いたします。（ご質問は質問フォームにて受け付けております。）

■本WEB講演会のご参加に当たり、弊社による飲食及び交通費の負担はできませんことをご了承ください。

■ご視聴いただくにはMSD Connectへの会員登録（無料）が必要にとなります。会員登録・当日の視聴方法の詳細は裏面をご確認ください。

慢性血栓塞栓性肺高血圧症における
最適な治療選択について考察する

杉村 宏一郎 先生  

国際医療福祉大学 医学部 教授
国際医療福祉大学成田病院 循環器内科 教授

日 時

演 者

2025年2月26日 (水)   18：00- 18：45

OTH24SB2234

肺高血圧症は予後不良な難病である。近年、肺血管拡張薬をはじめ新たな治療の登場により
治療できる疾患になりつつあり、特に慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）ではリオシグ
アトとバルーン肺動脈形成術（BPA）の登場により外科的治療でしか得られなかった治療効
果が、外科的治療の適応とならなかった症例にも治療可能となった。そのため、この20年
で日本におけるCTEPHの予後は著しく改善した。近年ではリオシグアトとBPAの比較試験
や、血栓内膜摘除術とBPAのハイブリット治療など、世界から多くの新たな知見が集積され
多くの課題も解決された。しかし、早期診断、最適な抗凝固療法、肺血管拡張薬の継続の必
要性などまだまだ多くの課題も山積している。これまでのCTEPH治療の歴史も踏まえ、今
後の課題を見据えた現時点での最適治療を考察する。



ご視聴方法 登録・視聴は無料です

http://msdconnect.jp/ にアクセスしてください
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